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ABSTRACT
　This is an annotated Japanese translation of “The Yukaghir Tribe” by Walde-
mar Jochelson （Chapter 2 of his Yukaghir ethnography, The Yukaghir and the Yu-
kaghirized Tungus, Leiden: E. J. Brill, 1926）. The ethnography is the achievement 
of Jochelson’s extensive fieldwork on the Yukaghir in Northeast Siberia con-
ducted in the years 1895―96 and 1901―02. Since many features of the traditional 
culture of the Yukaghir have been forced to change or even lost owing to cultural, 




From Waldemar Jochelson’s Yukaghir Ethnography （1）
― An Annotated Japanese Translation of a Chapter ―
遠 藤 　 史
Endo,  Fubito
（ 1）［訳者注］本篇は民族学者Waldemar Jochelson（1855―1937）によるユカギール民族
誌 The Yukaghir and the Yukaghirized Tungus, The Jesup North Pacific Expedition, Memoir of the 
American Museum of Natural History, Volume IX, Leiden: E. J. Brill, 1926（『ユカギール人とユ
カギール化したツングース人』）の第 2章（“The Yukaghir Tribe”, pp.16―47）の翻訳であ
る。ただし今回は紙数の関係で一部を省略して訳出する。ヨヘリソンは帝政ロシアに生ま
れ，革命運動参加によるシベリア流刑の中で民族学に目覚め，やがてアメリカ自然史博物










this chapter, depicting traditional lifestyles of the Yukaghir soon after their “ﬁrst 
contact” with modern civilization, deserves translation into Japanese even today. 

























（ 2）С. Паткановъ, Опытъ географіи и статистики тунгусскихъ племенъ сибири ［S. 
Patkanoff, Essay on the Geography and Statistics of the Tungus Tribes of Siberia］, Vol. I, Part 
I, pp.14 ― 19 （Memoirs of the Ethnographical Section of the Imperial Russian Geographical 































（ 3）同書 II, p.57.
（ 4）Sauer, An Account of a Geographical and Astronomical Expedition to the Northern Parts 




（ 6）Jochelson, Yukaghir Grammar, American Anthropologist, 1905, p.373.を参照。















ク語やチュクチ語には子音 dが欠けているためにユカギール語の dが tに変わ
り
（11）






















（ 9）Jochelson, The Koryak, 本叢書の Vol.VI, p.428を参照。
（10）Bogoras, The Chukchee, 本叢書の Vol.VII, p.19を参照。
（11）Bogoras, Materials for the Study of the Chukchee Language and Folk-Lore collected in 





































































（17）ウランゲルも同じ意見である（Wrangel, Narrative of an Expedition to the Polar Sea in 
the Years 1820―1823 ［London, 1844］, p.412）。現在シェラギあるいはエリ岬は海洋チュクチ
人が住んでいる。
（18）Sauer, p.25を参照。
（19）Dioneo （Shkolovsky）, On the Farthest North-East of Siberia; Chap. VI, The End of the 
Kongienisi （Petersburg）, p.164.


































































































（26）Dina Jochelson-Brodsky, Zur Topographie des weiblichen Körpers nordostsibirischer 
Völker （Archiv für Anthropologie, N. S., Vol.V, p.3）.





























123人のうち，男性 9人と女性 6人が 50歳過ぎであった。彼らの多くには孫
がいて，それら老齢の男性のうち 3人は外見からどう見ても 70歳以下ではな
いように見えた。
（28）これらのデータをコリャーク人の人口再生産力と比較せよ（The Koryak, 本叢書の Vol.


















































































Puko'le-ti’te 　po'inei;  a'njegi moro'jine titeme'’i;
雪 -のように（彼女は）白い ; （その）目は スグリの実 のようだ ;
A'njepugelbiegi cori'le titeme'i;
（その）眉毛は 黒いインク のようだ ;
Manailegi caxa'leye cuo'lku titeme'i;
（その）髪は 褐色の 絹 のようだ ;
Tu'del yelo'je titeme'i tāt o'moc!



























































（34）Slovtzoff, Historical Survey of Siberia （П. Словцовъ, Историческе Обозрьніе 






























































































































































































































































（37）コリャーク人についての研究（本叢書の Vol. VI, p.416）で私はmeriakという単語を使っ
た。これはヤクート語の omürax（omürは「身震いする」の意味）のロシア語発音である。
（38）Jochelson, Essay on the Yukaghir Grammar （American Anthropologist, N. S., Vol. VII, 
p.404）.
（39）［訳者注］原文の 33ページ 24行から 34ページ 7行までを省略した。この部分にはそ
のようなヒステリー状態に陥った女性が、自分から思わず性的な含意のある言葉を発して
しまったという（精神分析の教科書にあるような）例があげられている。
193ユカギール人（上）
地の人々に知られているものは催眠現象である。私たちが知っているような催
眠術は，ことばによる暗示や人工的な仕掛けによって引き起こされた睡眠状態
をいう。単語や身振りにより，被験者の潜在意識においてある種の観念を発動
させる間に，催眠術は効果をもたらす。北極ヒステリーでは，催眠術と同様の
暗示が，目覚めているときに，完全に意識的な状態で起こる。聴覚印象や視覚
印象（後者は人工的な睡眠の暗示では欠けている）が患者の心に作用し，完全
に意識的であるだけでなく，自らの意向に反した行為を引き起こすのだ。患者
は自分を抑制する力を持たない。そのうえ暗示は，それをかける側では，意図
的な場合もそうでない場合もある。動物や自然の力も催眠状態を引き起こすか
もしれない。馴染みのないものすべて，視覚器官や聴覚器官を通じて患者の心
に打ち寄せるものすべてが，患者の中に反復行為を呼び起こす。患者は自分の
聞いた動物の鳴き声や人の言葉を繰り返す；患者はある種の姿勢やしかめ面を
模倣し，どんなにばかばかしかったり，こっけいだったり，下品だったり，危
険だったりすることでも，指示されたことを実行する。（続く）
